
 
 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡいちご部会が市⾧らに報告 

 

２０２６年３月１８日 

① 太田稔彦市⾧への表敬訪問 
３月２４日（火）午後１時～ 豊田市役所南庁舎５階市⾧室  

②石川尚人組合⾧への表敬訪問 
３月２５日（水）午後４時 30 分～ ＪＡあいち豊田本店５階特別会議室  

訪問者:ＪＡあいち豊田いちご部会 役員 
    

報道関係者各位 

ニュースリリース 

愛知県知事賞を 2 年連続受賞 

お問い合わせ先: 
ＪＡあいち豊田 営農生活部  営農相談課  担当:山岡 
〒470-0025 豊田市西町 4－5 電話（0565）31-2460 
または、広報課 電話（0565）31-2361  E-mail k.koho@toyota.aichi-ja.or.jp 

取材日時 

ＪＡあいち豊田いちご部会 

部 会 ⾧:永田 幸久（ながた ゆきひさ） 
栽培農家:12 戸（部会員） 
栽培面積:223 アール 
2025 年度出荷予定:290,000 パック 

→70～80 トン 
（2024 年度出荷量 284,923 パック） 

※取材を希望される場合は、あらかじめご連絡をお願いします

ＪＡあいち豊田いちご部会は、令和 7 年度愛知県いちご品評会の団体賞において愛知県知
事賞を受賞したことを報告するため、2026 年３月２４日に豊田市の太田稔彦市⾧、２５日に
ＪＡあいち豊田の石川尚人組合⾧を表敬訪問します。 

同品評会は県の特産であるイチゴの栽培技術と品質の向上、消費の拡大を目指すためのも
の。糖度や色、食味などを審査し、今年度は１４団体の中から選ばれました。同部会は昨年度
も同賞を受賞し、２年連続の受賞となりました。 

今年のイチゴの生育は、夏の異常な高温で生育不良や病害が発生しやすい環境でしたが、
冬は天候に恵まれ、着色の良い甘みの乗ったイチゴに仕上がっています。同部会は「紅ほっ
ぺ」「章姫」「ゆめのか」「とちおとめ」を栽培し、「とよたのいちご」として地域内外の多くの
消費者に人気を得ています。 

▲今後出荷の最盛期を迎えるイチゴを持って 
表敬訪問します 


